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1)長期留置 馳 untSystem の劣化に伴 う石灰化

宏
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【はじめに】脳室腹腔短絡術 (V-P shunt)は,水

頭症に対 して最も高塀度に採用される治療法である.こ

の治療法の問題点として.生体内に異物である shunt

catheterを留置することが挙げられる.shuntを長期

間留置する症例では,shuntcat.het､er自体の劣化が重

大な問題 となる.

【症例】31歳女性.乳児期より,shunt.とその再建術

を繰 り返されていた.本年 2日に.shunttrotlbleに

よる水頭症のため当科緊急入院.eraniogram にて頚

部の shuntCatheterの石灰化が見られ,胸部 X 線撮

影では前胸部の shuntcatheterに石灰化が認め られ

た.V-Pshunt再建術を施行し,頭蓋外の catheter

及び Shuntvalveの抜去を行った.古い eatheterは

conlleCtOr付近で石灰化と癒着が強 く, 一部引 きちぎ

れて皮下に残存 した.

【考察】shuntcatheterの材質は silieoneI･tlbber

であi),そこに硫酸バリウムが混入されている.eathe-

terが生体内に埋設されて長期間を経た場合は,純粋な

siliconeI･ubberに比 して,硫酸バリrラムを加えたも

のは劣化が早 く進むとの報告もある.~lJ-灰化は cathe-

teTの外表にのみ認められ,内腔は正常であるが,石灰

化 した catheterが皮下組織に癒着し,機械的ストレス

によって断裂することが知られている.この石灰化成分

の中には少量の silicon と硫酸バ リウムが検出され,

polynlerの成分が遊離 したものと思われる.

Eまとめ】長期間留置されていたシャン トの石灰化例

を報吉 した.石灰化の原因 としては耳 シャン トの

agingと機械的なストレスによる材質の劣化∴か シャ

ン吊二村する局所炎症反応,③ 血清 リン濃度や,局所

の pH 等が挙げられる.そして臨床的には,画像上シャ

ントの石灰化が認められた場合はシャントの劣化が進行

していると考え,再建術の必要性を検討すべきであると

考える.また.今後の課題として劣化 しにくく,坐体の

反応を意超 しにくいシャントの材質の開発が急がれてい

る.

2)回腸人工旺 門造 設 術 にお ける酸化再生セル

ロース合成吸収性癒 着防止材使用経験
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【臼的】近年開腹術後の癒着性 イレウスの対審 として

癒着防止材が開発され利鞘されている.我々は大腸全摘

柿,回腸人工旺門造設術施行時に酸化再生セルロース合

成吸収惟癒着防止材 (IntereeedJi､)を使用し.その後の

【対象】1995年 31Jから1999年 5円に潰壌性 大腸炎

患者29例 (癒着防止材使用例11例,末使用例18刑)に行

われた回腸人工虻門閉鎖鮪を比較検討 した.

【結果】人工肝門閉経時の手術記録から癒着程度の記

載のないもの6例を除き,癒着程度を軽度と高度に振 り

分けたところ,高度癒着例が癒着防止材使用例で 2例

(18%)に対 し末位朋例では8例 (67%)であった (p-

0.03611.また平均手術時間は使朋例 2時間12分に対 し,

未使増刷2時間34分.平均Ltt･Jllm量は使桐例 83ml,末使

用例163ml.術中腸管拍傷は位相例55%,末使用例72

あった.

E結語】癒着防止材の使用は人工紅門閉鎖術 をより容

易かつ安食に行う上で有用と考えられた,

3)皮下埋め込み式腹腔内化学療法用 リザーバー

の臨床的検討
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